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(57)【要約】
　第１の表面と第２の表面とを有し、かつ視覚的に透明
な材料を含む第１の層と、第１の層の第１の表面上に配
置される第２の層とを含み、第２の層が導電材料の層で
ある、金属検出可能なレンズ。少なくとも１枚のかかる
金属検出可能なレンズを備えるアイウェア、及び金属検
出可能なアイウェアの少なくとも一部を検出する方法も
また開示される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属検出可能なレンズであって、
　第１の表面と第２の表面とを有し、視覚的に透明な材料を含む第１の層と、
　視覚的に透明な導電材料の層であり、前記第１の層の前記第１の表面上に配置される第
２の層と、
　を含み、前記第２の層が、少なくとも約１８ジーメンス／ｍの導電性を有し、０．０８
ｇと小さい前記レンズの一部が、直径１．５ｍｍの鋼球を検出するように較正された金属
検知器によって検出され得る、金属検出可能なレンズ。
【請求項２】
　前記第１の層が、ポリカーボネート、ガラス、アセテート、セルロースプロピオネート
、又はアリルジグリコールカーボネートである、請求項１に記載の金属検出可能なレンズ
。
【請求項３】
　前記第１の層がポリカーボネートである、請求項１に記載の金属検出可能なレンズ。
【請求項４】
　前記第２の層が銀である、請求項１に記載の金属検出可能なレンズ。
【請求項５】
　金属検出可能なレンズであって、
　第１の表面と第２の表面とを有し、視覚的に透明な材料を含む第１の層と、
　視覚的に透明な導電材料の層であり、前記第１の層の前記第１の表面上に配置される第
２の層と、
　を含み、前記第２の層が少なくとも約１２００Åの厚さであり、
　０．０８ｇと小さい前記レンズの一部が、直径１．５ｍｍの鋼球を検出するように較正
された金属検知器によって検出され得る、金属検出可能なレンズ。
【請求項６】
　前記レンズが、前記第１の層と前記第２の層との間に配置される中間層を更に含む、請
求項１に記載の金属検出可能なレンズ。
【請求項７】
　前記中間層が、二酸化チタン（ＴｉＯ２）、ＳｉＯ２、又はクロム（Ｃｒ）を含む、請
求項６に記載の金属検出可能なレンズ。
【請求項８】
　前記レンズが、前記第２の層の表面上に配置される保護層を更に含む、請求項１に記載
の金属検出可能なレンズ。
【請求項９】
　前記保護層が、二酸化チタン（ＴｉＯ２）、ＳｉＯ２、又はクロム（Ｃｒ）を含む、請
求項８に記載の金属検出可能なレンズ。
【請求項１０】
　前記保護層が、化学的損傷防止層と物理的損傷防止層とを含む、請求項８に記載の金属
検出可能なレンズ。
【請求項１１】
　前記化学的損傷防止層が、前記第２の層の前記第２の表面と接触状態にあり、かつ二酸
化チタン（ＴｉＯ２）を含み、前記物理的損傷防止層が前記化学的損傷防止層と接触状態
にあり、かつケイ素系材料を含む、請求項１０に記載の金属検出可能なレンズ。
【請求項１２】
　前記レンズが、約３８０～約２０００ｎｍの波長で少なくとも約８％の透過率を有する
、請求項１に記載の金属検出可能なレンズ。
【請求項１３】
　前記レンズが、４５．７メートル／秒の速度で移動する直径６．３５ｍｍの鋼球による
衝撃に耐えることができる、請求項１に記載の金属検出可能なレンズ。
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【請求項１４】
　金属検出可能なアイウェアであって、
　レンズキャリアと、
　請求項１に記載の少なくとも１枚の金属検出可能なレンズと、
　を備え、前記レンズキャリアが、前記少なくとも１枚の金属検出可能なレンズを保持す
るように構成され、前記金属検出可能なアイウェアが、前記少なくとも１枚の金属検出可
能なレンズを通して見るユーザーにより装着され得る、金属検出可能なアイウェア。
【請求項１５】
　２枚の金属検出可能なレンズを有する、請求項１４に記載の金属検出可能なアイウェア
。
【請求項１６】
　前記レンズキャリアもまた金属検出可能である、請求項１４に記載の金属検出可能なア
イウェア。
【請求項１７】
　金属検出可能なアイウェアの少なくとも一部を検出する方法であって、該方法は、
　金属検出可能なアイウェアの少なくとも一部を提供する工程であって、
　前記金属検出可能なアイウェアの一部が、第１の表面と第２の表面とを有し、かつ視覚
的に透明な材料を含む第１の層、及び導電材料の層であり前記第１の層の前記第１の表面
上に配置される第２の層を含む、
　前記金属検出可能なアイウェアの少なくとも一部を提供する工程と、
　前記金属検出可能なアイウェアの一部を金属検知器に通す工程と、
　前記金属検知器の使用によって前記レンズ中の前記導電材料を検出することによって、
前記金属検出可能なアイウェアの一部を検出する工程と、を含む検出方法。
【請求項１８】
　前記金属検出可能なアイウェアの一部が、約０．０８ｇと小さくあり得、それでもなお
検出可能である、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第２の層が、少なくとも約１８ジーメンス／ｍの導電性を有する、請求項５に記載
の金属検出可能なレンズ。
【請求項２０】
　前記第２の層が、少なくとも約１２００Åの厚さである、請求項１に記載の金属検出可
能なレンズ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、金属検知器によって検出可能なレンズに関する。
【背景技術】
【０００２】
　食品業界などの様々な業界で利用される自動機械は、金属の切粉又は細片を生じさせる
可能性がある。そのような混入を防ぐために、金属検知器を使用してそうしたプロセスを
監視する。典型的に使用される金属検知器は、２つの磁場を発生させ、その中央に変換器
を有する。コンバーターは、２つの磁場を比較して、磁界の偏差を検出する。磁界の偏差
は、検出領域内に金属が存在することを示す。
【０００３】
　目に入る様々な混入物質から労働者を保護するために、食品業界の労働者は通常、保護
アイウェアを装着する。一般に使用される保護アイウェアが食品工業機械の中に落ちると
、めがねは粉砕される可能性があり、肉眼ではほぼ検出不可能な場合があり得る。少なく
ともその理由で、保護アイウェア又は保護アイウェアの一部がそのような環境下で検出可
能であれば有利であろう。
【発明の概要】
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【課題を解決するための手段】
【０００４】
　金属検出可能な（metal detectable）安全レンズが本明細書に開示され、該金属検出可
能な安全レンズは、第１の表面と第２の表面とを有し、かつ視覚的に透明な材料を含む第
１の層、及び導電材料の層であり第１の層の第１の表面上に配置される第２の層を含む。
【０００５】
　レンズキャリアと、少なくとも１枚の金属検出可能なレンズとを備える金属検出可能な
アイウェアもまた開示され、少なくとも１枚の金属検出可能なレンズは、第１の表面と第
２の表面とを有し、かつ視覚的に透明な材料を含む第１の層、及び導電材料の層であり第
１の層の第１の表面上に配置される第２の層を含み、レンズキャリアは、少なくとも１枚
の金属検出可能なレンズを保持するように構成され、金属検出可能なアイウェアは、少な
くとも１枚の金属検出可能なレンズを通して見るユーザーにより装着され得る。
【０００６】
　金属検出可能なアイウェアの少なくとも一部の検出方法も開示され、該方法は、金属検
出可能なアイウェアの少なくとも一部を提供する工程であって、金属検出可能なアイウェ
アの一部が、第１の表面と第２の表面とを有し、かつ視覚的に透明な材料を含む第１の層
、及び導電材料の層であり前記第１の層の前記第１の表面上に配置される第２の層を含む
、金属検出可能なアイウェアの少なくとも一部を提供する工程と、金属検出可能なアイウ
ェアの一部を金属検知器に通す工程と、金属検知器の使用によってレンズ中の導電材料を
検出することによって、金属検出可能なアイウェアの一部を検出する工程と、を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　以下の本開示の異なる実施形態の詳細な説明を添付図面と併せて考慮することで、本開
示のより完全な理解が可能である。
【図１Ａ】開示されるレンズの概略的な実施形態。
【図１Ｂ】開示されるレンズの概略的な実施形態。
【図１Ｃ】開示されるレンズの概略的な実施形態。
【図２Ａ】メガネの形態の保護アイウェア。
【図２Ｂ】メガネの形態の保護アイウェア。
【図２Ｃ】メガネの形態の保護アイウェア。
【図３】ゴーグルの形態の保護アイウェア。
【図４Ａ】安全シールドの形態の保護アイウェア。
【図４Ｂ】安全シールドの形態の保護アイウェア。
【図５】本明細書に記載される例示的な方法を示すフローチャート。
【０００８】
　図面は、必ずしも縮尺にしたがうものではない。図面で用いられる同様の番号は同様の
構成要素を示すものとする。ただし、与えられた図の構成要素を示す数字の使用は、同じ
数字を付された別の図の構成要素を限定することを意図するものではないことが理解され
よう。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　次の記述において、本明細書の一部を構成する添付の図面を参照し、いくつかの特定の
実施形態を例として示す。本開示の範囲及び趣旨から逸脱することなく、他の実施形態が
想到され、実施され得る点は理解されるはずである。したがって、以下の詳細な説明は、
限定的な意味で解釈されるべきではない。
【００１０】
　本明細書で使用するすべての科学用語及び専門用語は、特に指示がない限り、当該技術
分野において一般的に使用される意味を有する。本明細書にて提供される定義は、本明細
書でしばしば使用される幾つかの用語の理解を促進しようとするものであり、本開示の範
囲を限定するものではない。
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【００１１】
　他に指示がない限り、本明細書及び特許請求の範囲で使用される特徴の大きさ、量、物
理的特性を表わす数字はすべて、どの場合においても用語「約」によって修飾されるもの
として理解されるべきである。それ故に、そうでないことが示されない限り、前述の明細
書及び添付の特許請求の範囲で示される数値パラメータは、当業者が本明細書で開示され
る教示内容を用いて、目標対象とする所望の特性に応じて、変化し得る近似値である。
【００１２】
　終点による数の範囲の記述は、その範囲内（例えば、１～５は、１、１．５、２、２．
７５、３、３．８０、４、及び５を含む）及びその範囲内の任意の範囲に包含される全て
の数を含む。
【００１３】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲において使用されるとき、単数形「ａ」、「ａｎ」
及び「ｔｈｅ」は、その内容が特に明確に指示しない限り、複数の指示対象を有する実施
形態を包含する。内容によってそうでないことが明らかに示されないかぎり、本明細書及
び添付の「特許請求の範囲」において使用するところの「又は」なる語は、「及び／又は
」を含めた意味で広く用いられる。
【００１４】
　金属検出可能なアイウェアレンズなどの、保護アイウェアで使用することができる金属
検出可能なレンズが、本明細書にて開示される。本開示の例示の実施形態は、有利には、
食品加工領域内の金属片を検出するために既に配置済みのものと同一設備によって検出可
能であり得る。
【００１５】
　開示されるレンズは、少なくとも第１の層と第２の層とを含む。図１は、開示されるレ
ンズの一部の略図を示している。図１のレンズ１００は、第１の表面１１４と第２の表面
１１６とを有する第１の層１１０を含む。レンズはまた、第１の表面１２４と第２の表面
１２６とを有する第２の層１２０を含む。第２の層１２０は、一般に、第１の層１１０の
第２の表面１１６に隣接して配置される。例示の実施形態において、第２の層１２０は、
第１の層１１０に直接隣接して又は第１の層１１０の上に（いくつかの実施形態では、第
１の層１１０の上に直接）配置され得る。いくつかの実施形態において、第２の層１２０
の第１の表面１２４は、第１の層１１０の第２の表面１１６に隣接して、第２の表面１１
６上に、第２の表面１１６上に直接隣接して、又は第２の表面１１６上に直接配置される
。第１及び第２という表記法は、本明細書においては一般に参照目的で使用され、制限を
加えるものとして受け取るべきではない。
【００１６】
　第１の層１１０は、一般に、レンズ製造用原料として一般に使用される材料から作製さ
れ得る。典型的な実施形態において、第１の層を製造する材料は、視覚的に透明な材料で
あることができ、又は視覚的に透明な材料を含むことができる。好ましくは、第１の層は
、高度な透明性（例えば、典型的な保護アイウェアレンズの透明度）を有する必要があり
、それにより、第１の層を通して見るユーザーはクリアな視界を有することになる。いく
つかの実施形態において、第１の層は、透明なポリマー材料で作製され得る。射出成形、
キャスティング、又は押し出しされることができる透明なポリマー材料が好ましい。代表
的なポリマー材料としては、例えばポリカーボネート、例えば、ＴＲＩＶＥＸ（登録商標
）レンズ材料（ＰＰＧ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ（Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇｈ，ＰＡ））、及び
Ｓａｂｉｃ　Ｉｎｎｏｖａｔｉｖｅ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ（Ｐｉｔｔｓｆｉｅｌｄ，ＭＡ）
から入手可能な樹脂、又はこれらの組み合わせが挙げられる。他の例示的な実施形態にお
いて、第１の層は、ガラス、アセテート、セルロースプロピオネート、又はＣＲ－３９（
アリルジグリコールカーボネート）で作製され得る。他の実施形態では、第１の層はポリ
カーボネートで作製され得る。
【００１７】
　一般に、第１の層１１０は、一般にレンズ（例えば、保護アイウェア用レンズ）用に用
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いられる厚さを有することができる。いくつかの実施形態では、第１の層の厚さは、レン
ズ領域全体にわたって一定である必要はない。例えば、いくつかの実施形態では、第１の
層は、レンズの内部が薄くなり得る。便宜上、ここで提供される厚さは、レンズのあらゆ
る一点における第１の層の最小厚さを指すものとする。複数の実施形態において、第１の
層は、約０．５ｍｍ～約５ｍｍの厚さを有することができる。複数の実施形態において、
第１の層は、約１ｍｍ～約５ｍｍの厚さを有することができる。
【００１８】
　第１の層に隣接して配置され得る第２の層１２０は、導電材料で作製されるのが好まし
い。第２の層は、典型的には、導電材料を含有するポリマー分散体ではない。好ましくは
、第２の層は、導電材料の層であり、いくつかの実施形態では、第２の層は、導電材料の
みで作製される層である。他の実施形態において、第２の層は導電材料から本質的になる
。
【００１９】
　典型的な実施形態において、第２の層１２０は、第２の層の厚さで視覚的に透明な導電
材料で作製され得る。いくつかの実施形態では、第２の層の厚さ（又は導電材料の質量／
レンズの面積）は、第２の層の材料の導電性が増加するにつれて減少することができる。
より少量のより導電性の材料（ある程度まで）は、依然として金属検知器によって検出さ
れることができるので、このことは概ね当てはまる。より薄い（又は導電材料の質量が小
さい／レンズの面積が小さい）第２の層は、視覚的により透明である可能性が高くあり得
るので、有利であり得る。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、第２の層は、銀（Ａｇ）、銅（Ｃｕ）、金（Ａｕ）、チタン
（Ｔｉ）、クロム（Ｃｒ）、又はこれらの組み合わせなどの導電材料で作製されることが
できる。
【００２１】
　いくつかの例示的な実施形態において、第２の層の厚さは、少なくとも約１２００オン
グストローム（Å）であり得る。第２の層が銀で作製される実施形態では、第２の層は、
少なくとも約１２００Åの厚さを有することができる。他の実施形態において、第２の層
の厚さは、少なくとも約１４００Åであり得る。第２の層が銀で作製される他の実施形態
では、第２の層は、少なくとも約１４００Åの厚さを有することができる。更に他の実施
形態において、第２の層の厚さは、少なくとも約１５００Åであることができる。例えば
、いくつかの実施形態において、銀で作製される第２の層は、少なくとも約１５００Åの
厚さを有することができる。
【００２２】
　本開示の典型的な実施形態では、第２の層１２０は、層の厚さ当たりの導電性によって
表わされ得る。いくつかの実施形態において、第２の層は、少なくとも約１８ジーメンス
／ｍの導電性を有することができる。他の実施形態において、第２の層は、少なくとも約
２１ジーメンス／ｍの導電性を有することができる。更に他の実施形態において、第２の
層は、少なくとも約２２．５ジーメンス／ｍの導電性を有することができる。
【００２３】
　図１Ｂは、開示されるレンズの別の例示的な実施形態を概略的に示している。例示的な
レンズ１５０は、上述のように第１の層１１０と第２の層１２０とを含むことができ、ま
た、任意に１つ又は２つ以上の他の層を含むことができる。この例示的な実施形態は、１
つ又は２つ以上の中間層１３０を含むことができる。中間層１３０は、一般に、第１の層
１１０と第２の層１２０との間に配置され得る。中間層１３０は、第２の層１２０を第１
の層１１０に固着するのを支援するように機能し得る。
【００２４】
　１つ又は２つ以上の中間層１３０は、第１の層材料と第２の層材料との付着を強化する
ように機能する数多くの材料で製造され得る。代表的な材料としては、例えば、二酸化チ
タン（ＴｉＯ２）、ＳｉＯ２、クロム（Ｃｒ）、又はこれらの組み合わせが挙げられる。
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いくつかの実施形態において、中間層の材料は、第１の層材料と第２の層材料との付着を
強化するように機能することができ、更には、適用された厚さで視覚的に透明であり得る
。
【００２５】
　中間層が厚くなり過ぎると、そのことがレンズの光透過性に有害な悪影響を及ぼす可能
性があり、中間層の有効性を高めることにならない。中間層が薄くなり過ぎると、そのこ
とが中間層の有効性を低下させる可能性ある。中間層の好ましい厚さは、約２００Å～約
６０００Åの範囲であり得る。いくつかの実施形態では、中間層は、約４００Å～約１０
００Åの厚さを有することができる。
【００２６】
　図１Ｂに示されるレンズ１５０の例示的な実施形態はまた、１つ又は２つ以上の保護層
１４０を任意に含むことができる。保護層１４０は、一般に、第２の層１２０に隣接して
配置され得る。複数の実施形態において、保護層１４０は、第２の層１２０に直接隣接し
て、第２の層１２０の上に、又は第２の層１２０の上に直接配置され得る。複数の実施形
態において、保護層１４０は、第２の層１２０の第２の表面１２６上に配置され得る。複
数の実施形態において、保護層１４０は、第２の層１２０の第２の表面１２６に直接隣接
して、第２の表面１２６の上に、又は第２の表面１２６の上に直接配置され得る。
【００２７】
　１つ又は２つ以上の保護層１４０は、第２の層１２０を保護するように機能し得る任意
の材料で作製され得る。第２の層に使用することができる一部の材料は、大気に暴露され
ることによって酸化されてもよい。１つ又は２つ以上の保護層１４０の追加は、少なくと
も部分的に、第２の層１２０の酸化状態になる可能性のある材料の量を抑える又は減少さ
せるのに役立ち得る。第２の層１２０として銀を使用する実施形態では、銀は大気への暴
露によって酸化され得るので、かかる実施形態は、任意の保護層１４０の使用から恩恵を
受けることができる。保護層１４０はまた、第２の層１２０を物理的ダメージ（酸化が一
例である化学的損傷ではない）から保護するように機能することができる。
【００２８】
　保護層１４０は、第２の層の材料を保護するように機能することができる数多くの材料
を含むことができ、又はそれらで作製され得る。代表的な材料としては、例えば、二酸化
チタン（ＴｉＯ２）、ＳｉＯ２、クロム（Ｃｒ）、又はこれらの組み合わせが挙げられる
。複数の実施形態において、保護層の材料は、第２の層を保護するように機能することが
でき、更には、適用された厚さで視覚的に透明であり得る。
【００２９】
　保護層が厚くなり過ぎると、そのことがレンズの光透過性に有害な悪影響を及ぼす可能
性があり、保護層の有効性を高めることにならない。保護層が薄くなり過ぎると、そのこ
とが保護層の有効性を低下させる可能性がある。保護層の好ましい厚さは、約２００Å～
約６０００Åの範囲であり得る。いくつかの実施形態では、中間層は、約４００Å～約１
０００Åの厚さを有することができる。
【００３０】
　いくつかの例示的な実施形態において、保護層１４０は、２つ以上の層及び／又は２種
類以上の材料を含むことができる。そのような実施形態は図１Ｃに示されている。例えば
、開示されるかかるレンズ１６０は、化学的損傷防止層１４１と物理的損傷保護層１４２
とを含む保護層１４０を含む。化学的損傷防止層１４１は、化学暴露及び、例えば酸化に
よる劣化から第２の層を保護するように機能し得る材料の層を含むことができる。物理的
損傷防止層１４２は、第２の層及び／又は化学的損傷防止層を、物理的損傷から保護する
ように機能し得る材料の層を含むことができる。
【００３１】
　そのような実施形態では、化学的損傷防止層１４１は第２の層１２０と接触状態にある
ことができ、物理的損傷防止層１４２は化学的損傷防止層１４１と接触状態にあることが
できる。そのような実施形態では、化学的損傷防止層は、一体型保護層１４０に関して上
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述したような材料で作製されることができ、物理的損傷防止層は、物理的損傷からの保護
を提供するように選択される材料で作製され得る。代表的な材料としては、ハードコーテ
ィング及び引っかき抵抗に使用されるもののようなポリマー材料が挙げられる。特定の代
表的な材料としては、例えば、ケイ素系材料が挙げられる。
【００３２】
　一般に、開示されるレンズは、既知の技術を用いて製造され得る。例えば、金属材料（
例えば、第２の層、中間層、一体型保護層、又は多層保護層の酸化防止層の材料）の蒸着
は、化学蒸着、物理蒸着、電子ビーム蒸着、熱蒸着を用いて達成され得る。非金属材料（
例えば、多層保護層のトップコート層の材料）の蒸着は、例えば様々なコーティング法（
例えばディップコーティング法、スプレーコーティング法、又はスピンコーティング法な
ど）によって達成され得る。
【００３３】
　このように、本開示によると、例示的なレンズの少なくとも一部は、金属検出可能であ
り得る。例えば、そのようなレンズが断裂した場合、そのレンズの一部も同様に金属検出
可能であり得る。いくつかの実施形態において、開示されるレンズは、１．５ｍｍの鋼球
の同等物を検出するように設定された金属検知器によって検出され得る。他の実施形態で
は、開示されるレンズの一部は、１．５ｍｍの鋼球の同等物を検出するように設定された
金属検知器によって検出され得る。更に他の実施形態では、開示されるレンズの約０．０
８ｇの小さい一部は、１．５ｍｍの鋼球の同等物を検出するように設定された金属検知器
によって検出され得る。
【００３４】
　例えば、開示されるレンズは、一般に、保護アイウェアなどのアイウェアの１枚又は２
枚以上のレンズとして使用され得る。アイウェアのレンズの場合、レンズは一般に、視覚
的に透明であり得る。視覚的に透明なレンズは、約３８０ｎｍ～約２０００ｎｍの波長で
少なくとも約８％の透過率を有するものとして特徴付けられ得る。複数の実施形態におい
て、本明細書に開示されるレンズは、約３８０ｎｍ～約７５０ｎｍの波長で少なくとも約
４０％の透過率を有するものとして特徴付けられ得る。
【００３５】
　開示されるレンズが保護アイウェアの１枚又は２枚以上のレンズとして幅広く使用され
るようにするためには、レンズは種々の構造試験に耐えることができなければならない。
開示されるレンズは、単独又は安全レンズキャリア（以下に記載）と組み合わされた場合
のいずれかで、保護メガネのための種々の標準試験に合格すると予想される。例えば、開
示されるレンズは、例えばＡＮＳＩ　Ｚ８７．１などの安全ガラス工業基準（industrial
 safety glass standards）に合格することができる。ＡＮＳＩ　Ｚ８７．１は、保護メ
ガネが、４５．７メートル／秒（約１５０フィート／秒）の速度で移動する直径６．３５
ｍｍ（１／４インチ）の鋼球による衝撃に耐えることができることを要求する。ＡＮＳＩ
　Ｚ８７．１は、安全ゴーグルが、７６．２メートル／秒（約２５０フィート／秒）の速
度で移動する直径６．３５ｍｍ（１／４インチ）の鋼球による衝撃に耐えることができる
ことを要求する。ＡＮＳＩ　Ｚ８７．１は、安全シールドが、９１．４メートル／秒（約
３００フィート／秒）の速度で移動する直径６．３５ｍｍ（１／４インチ）の鋼球による
衝撃に耐えることができることを要求する。開示されるレンズは、安全レンズキャリアと
組み合わされて、保護アイウェア工業基準（industrial safety eyewear standards）に
合格すると予想される。
【００３６】
　本開示によるレンズキャリアは、少なくとも１枚のレンズを保持し、かつユーザーがレ
ンズを通して見る様式でユーザーがレンズを着用できるように構成される構造体又は構造
体の一部である。レンズキャリアは、組み合わされて少なくとも１枚のレンズを保持する
、１つ又は２つ以上の部品を含むことができる。レンズキャリアは、一般に、通常使用さ
れる材料又は任意のその他の好適な材料で作製され得る。例えば、レンズキャリア全体又
はレンズキャリアの一部を製造するために、ポリマー材料を使用することができる。少な
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くとも１枚のレンズは、レンズキャリアによって解放可能に保持され得、又は、レンズキ
ャリアによって恒久的に保持され得る。例えば、レンズキャリアは、１枚のレンズ又は２
枚のレンズと組み合わされ得る。少なくとも１つの開示される金属検出可能なレンズとレ
ンズキャリアとの組み合わせにより、例えば、メガネ、ゴーグル、サンバイザー、又はシ
ールドなどの金属検出可能なアイウェアをもたらすことができる。
【００３７】
　いくつかの例示的な実施形態では、レンズキャリア又はそれらの構成要素の少なくとも
いくつかを製造するために、熱可塑性ポリマーを使用することができる。使用することが
できるポリマーとしては、比較的硬い剛性材料が挙げられる。代表的なポリマー材料とし
ては、例えば、ポリアミド、ポリオレフィン、ポリカーボネート、ビニールポリマー、ポ
リエーテル、及びこれらのコポリマー（例えば熱可塑性エラストマー）が挙げられる。ポ
リアミドの例としては、例えば、ナイロン－６、ナイロン－６，６及びナイロン－６／６
，６コポリマー、ナイロン－１１、ナイロン－１２、並びにこのようなポリアミドのブレ
ンドが挙げられる。ポリオレフィンの例としては、例えば、ポリエチレン、ポリスチレン
、及びポリプロピレン、並びにアクリロニトリルブタジエンスチレンコポリマーなどのか
かるポリマーを含むコポリマーが挙げられる。ポリカーボネート類の例としては、例えば
、ポリカーボネート、及びポリビスフェノールＡが挙げられる。ビニールポリマーの例と
しては、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）が挙げられる。ポリエーテルの例としては、ポリオキ
シメチレン（ＰＯＭ）が挙げられる。複数の実施形態において、レンズキャリアは、ポリ
アミド、例えばナイロン（例えばナイロン６－６）で製造され得る。
【００３８】
　ポリマー材料はまた、例えば、架橋剤、抗酸化剤、加工助剤、紫外線安定剤、界面活性
剤、顔料、染料、結合剤、可塑剤、懸濁化剤、難燃剤、及び促進剤などの任意の添加剤を
含有してもよい。これら材料の量は、一般に、所望の特性をもたらすように選択され得る
。複数の実施形態において、ポリマー材料は、例えば、少なくとも紫外線安定剤と染料と
を含むことができる。
【００３９】
　ポリマー材料は、あらゆるタイプのレンズキャリアに形成され得る。本明細書に開示さ
れるレンズキャリアは、（２つ以上の構成要素の場合と合わせて）１枚又は２枚以上のレ
ンズを保持するように機能する１つ又は２つ以上の構成要素を含むことができる。レンズ
キャリアはまた、ユーザーが少なくとも１枚のレンズを眼の保護として使用するのを可能
にする役割を果たすことができる。
【００４０】
　図２Ａに示される例示的なアイウェアは、メガネと呼ぶことができる。例示的なメガネ
２０ａは、つる２２ａ（メガネには通常２つのつるが設けられるが、簡略化のため１つだ
け示されている）、フレーム２３ａ、及び任意の連結部２４ａ（メガネには通常２つのつ
るが設けられるが、簡略化のため１つだけ示されている）によって形成されたレンズキャ
リアを備えている。この例示的なレンズキャリアは、単一レンズ２１ａを保持する役割を
果たす。しかしながら、こうした例示的な実施形態は、２枚以上のレンズを保持するよう
に構成されてもよい及び／又はより多くの又はより少ない構成要素を備えていてもよい。
【００４１】
　図２Ｂに示されている例示的アイウェアもまた、メガネと呼ぶことができる。例示的な
メガネ２０ｂは、つる２２ｂ、レンズ２１ｂをレンズキャリアに固定するように協働する
取り付け部分２３ｂ、連結部２４ｂ、及びブリッジ（nosepieces）２５ｂによって形成さ
れたレンズキャリアを備えている。この例示的なレンズキャリアも同様に、単一レンズ２
１ｂを保持する役割を果たす。しかしながら、こうした例示的な実施形態は、２枚以上の
レンズを保持するように構成されてもよい及び／又はより多くの又はより少ない構成要素
を備えていてもよい。
【００４２】
　２Ｃに示されている例示的アイウェアもまた、メガネと呼ぶことができる。例示的なメ



(10) JP 2013-525845 A 2013.6.20

10

20

30

40

50

ガネ２０ｃは、つる２２ｃ、フレーム２３ｃ、レンズ２１ｃ及び２１ｄを固定するように
協働するフレーム２３ｃの様々な部分、並びにブリッジ２５ｃによって形成されたレンズ
キャリアを備えている。このレンズキャリアは、２枚のレンズ２１ｃ及び２１ｃを保持す
る役割を果たす。しかしながら、こうした例示的な実施形態は、単一レンズを保持するよ
うに構成されてもよい。図２Ｃの例示的なメガネは、任意のサイドシールド２６ｃも備え
ている。任意のサイドシールド２６ｃもまた、本明細書に記載されるポリマー材料で作製
され得、又は金属スクリーン若しくは任意の好適な構造であることができ、あるいは金属
スクリーン若しくは任意の好適な構造を含むことができる。例示的なレンズキャリアも同
様に、より多くの又はより少ない構成要素を備えていてもよい。
【００４３】
　図３に示されるアイウェアは、ゴーグルと呼ぶことができる。例示的なゴーグル３０は
、ストラップ３２とフレーム３３とを備える（このフレームは、単一の一体部品であるこ
とができ、又は例示的なフレーム３３へと成形される２つ以上の個々の部品で作製される
ことができる）。このレンズキャリアは、単一レンズ３１を保持する役割を果たす。しか
しながら、こうした例示的な実施形態は、２枚以上のレンズを保持するように構成されて
もよい及び／又はより多くの又はより少ない構成要素を備えていてもよい。
【００４４】
　図４Ａに示されるアイウェアは、安全シールドと呼ぶことができる。例示的な安全シー
ルド４０ａは、つる４２ａ、レンズ４１ａを固定するように協働するつる取り付け部分４
３ａ、任意の内部フレーム４６ａ、及びブリッジ４５ａによって形成されるレンズキャリ
アを備える。このレンズキャリアはまた、単一レンズ４１ａを保持する役割を果たす。他
の例示的な実施形態において、レンズキャリアは異なる構成を有してもよい。図４Ｂは別
の例示的な安全シールドを示している。図４Ｂの例示的安全シールド４０ｂは、調節装置
４７ｂとフレーム４３ｂとを備えていてもよいヘッドバンド又はヘッドクレードル（head
 cradle）４２ｂを備えている。このレンズキャリアは、単一レンズ４１ｂを保持する役
割を果たす。しかしながら、こうした例示的な実施形態は、その他の好適な構成を有して
もよい及び／又はより多くの又はより少ない構成要素を備えていてもよい。図２Ａ～図４
Ｂに示される例示的な実施形態の様々な構成要素は、所望の場合には変更及び交換されて
もよい。
【００４５】
　開示される１枚又は２枚以上の金属検出可能なレンズを使用することができる例示的ア
イウェアは、あらゆるタイプのアイウェアであってもよい。いくつかの例示的な実施形態
にでは、１枚又は２枚以上のレンズは倍率を有することができるので、度付きアイウェア
で使用することができる。他の例示的な実施形態では、１枚又は２枚以上のレンズは度な
しであり得る（即ち、測定可能な程度の倍率によって特徴付けられない）。かかる度なし
レンズは、保護アイウェアで一般に使用される。いくつかの例示的な実施形態において、
例示的アイウェアは、少なくとも１枚の度なしレンズと少なくとも１枚の度付きレンズと
を備えていてもよく、又はレンズは、倍率を有するレンズ部分と度なし部分との組み合わ
せを含んでもよい。
【００４６】
　本明細書に記載されるもののようなレンズキャリアは、本明細書に図示されない構成要
素を備えることができることにも留意されたい。種々のその他のタイプのレンズキャリア
を、本明細書に記載される金属検出可能なレンズと共に使用することができることにも留
意されたい。開示されるレンズは、一般に使用される任意の安全レンズキャリア又はそれ
らの変形と共に使用することができる。開示される金属検出可能なレンズは、金属検出可
能なレンズキャリアと組み合わされることも可能である。例示的な金属検出可能なレンズ
キャリアは、同一出願人による米国特許出願第１２／７６４，１２７号、発明の名称「Ｍ
ｅｔａｌ　Ｄｅｔｅｃｔａｂｌｅ　Ｌｅｎｓ　Ｃａｒｒｉｅｒ」（Ｄｏｎａｌｄ　Ｓｅｅ
ｔｏ）に見出すことができる。
【００４７】
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　金属検出可能なアイウェアの少なくとも一部を検出する方法もまた、本明細書に記載さ
れる。１つのかかる例示的方法が図５に示されている。かかる方法の第１の工程（工程５
２）は、金属検出可能なアイウェア又はその少なくとも一部を提供することである。本明
細書の方法において言及される金属検出可能なアイウェアは、少なくとも１枚の金属検出
可能なレンズと、レンズキャリアとを備えることができる。金属検出可能なアイウェアを
提供する工程は、少なくとも１枚の開示のレンズを備える任意の金属検出可能なアイウェ
アを提供することを含み得る。前記提供する工程は、例えば、アイウェアを製造する、購
入する、又は単純にユーザーに提供することによって達成される。いくつかの実施形態で
は、金属検出可能なアイウェアは、所望により、金属検出可能なレンズキャリアを備える
ことも可能である。
【００４８】
　次の工程（工程５４）は、レンズの少なくとも一部を金属検知器に通すことを含む。金
属検知器は、レンズの一部を検出することが可能な任意のタイプの金属検知器を包含する
ことができる。複数の実施形態において、金属検知器は、食品業界、又は他の製造業で一
般に使用されるものを包含し得る。使用可能な金属検知器は、製造装置のより大きな部品
内に配置されることができ、又は独立型であることができる。
【００４９】
　次の工程（工程５６）は、レンズの一部を検出することを含む。レンズの一部は、レン
ズ中の導電材料の一部を検出することによって検出され得る。上述のように、金属検知器
は、一般に、レンズの一部を検出するように機能する。複数の実施形態において、検出さ
れるレンズの一部は、約０．０８ｇという小ささであり得る。
【実施例】
【００５０】
　材料及び方法
　特に言及されない限り、全ての化学物質は、Ａｌｄｒｉｃｈから入手され、更に精製す
ることなく使用された。特に記載のない限り、実施例に記載される部、百分率、比率など
はすべて、重量による。
【００５１】
　厚さ３ｍｍのポリカーボネートレンズに、４５０ÅのＴｉＯ２（／２１００ÅのＡｇ／
９００ÅのＴｉＯ２をコーティングした。コーティングパラメータは、表１に示される所
望のコーティング厚さを得られるようなものであった。次いで、レンズの様々な部分［完
全なレンズの半分（１／２レンズ）、１５／１６インチ（直径０．９４インチ）（２．３
９ｃｍ）、又は１／２インチ（直径０．５０インチ）（１．２７ｃｍ）］を試験して、そ
れらが金属検知器によって検出されることができるかを判定した。使用した金属検知器は
Ｅｒｉｅｚ　ＥＺ　ｔｅｃｈ　ＩＩＩ　シリーズＨ０４（Ｅｒｉｅｚ，Ｅｒｉｅ　ＰＡ）
であった。金属検知器は、１．５ｍｍの鋼球を検出するように較正された。レンズの一部
は、検出された（はい）又は検出されない（いいえ）のいずれかであった。レンズの一部
がはい＊と報告された場合、金属検知器はアラーム（ライト）を作動させたが、レンズの
一部を（機械的押出機によって）撥ね出さなかったことを意味する。
【００５２】
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【表１】

【００５３】
　試料のいくつかに関し、Ｈａｚｅ　Ｇａｒｄカタログ番号４７２６（Ｇａｒｄｎｅｒ，
Ｃｏｌｕｍｂｉａ　ＭＤ）を使用して透過率及びヘイズ（共に％で報告）を測定した。結
果を以下の表２に報告する。
【００５４】

【表２】

【００５５】
　このように、金属検出可能なレンズの実施形態が開示される。本開示が、開示されたも
の以外の実施形態で実施され得ることは当業者に理解されるであろう。開示された実施形
態は、図示の目的のために示され、制限のために示されてはおらず、本開示は以下の「特
許請求の範囲」によってのみ制限される。
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【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図２Ｃ】

【図３】

【図４Ａ】

【図４Ｂ】
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【国際調査報告】
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